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青森県教育委員会第９２０回定例会会議録 
 

１ 期  日  令和７年９月３日（水） 

                 

２ 開  会  午前１０時 

 

３ 閉  会    午前１０時３０分 

 

４ 場  所  教育委員会室 

 

５ 議事目録 

  議案第１号 ２０２５年度アクションプラン点検・評価報告書（青森県教育委員会の 

事務の点検及び評価に関する報告書）について・・・・・・・原案決定 

  議案第２号 学校職員の育児休業等に関する規則の一部を改正する規則案について 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・原案決定 

  その他   青森県立高等学校魅力づくり推進計画基本方針（案）について 

  その他   職員の懲戒処分の状況について 

 

６ 出席者等 

  ・出席者の氏名 

   風張知子（教育長）、平間恵美、新藤幸子、安田 博、松本史晴、中野博之 

  ・欠席者の氏名 

   なし 

  ・説明のために出席した者の職 
   早野教育次長、高橋教育政策課長、伊藤職員福利課長、下山学校教育課長、小関教

職員課長、福士学校施設課長、髙井スポーツ健康課長、山舘文化財保護課長、佐藤
高等学校教育改革推進室長 

  ・会議録署名委員 

   松本委員、中野委員 

  ・書記 

工藤奈保子、佐藤栞 
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７ 議  事 

 

議案第１号 ２０２５年度アクションプラン点検・評価報告書（青森県教育委員会の 

事務の点検及び評価に関する報告書）について 

（高橋教育政策課長） 

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定により、教育委員会は、毎年、そ

の権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果につい

ては、報告書を作成して、議会に提出するとともに、公表することとされている。 

 点検・評価に当たっては、県が実施している、青森県基本計画の成果を検証する「政策

点検」の仕組みを用いたほか、青森県総合計画審議会こども・地域社会部会委員の意見を

同法に基づく教育に関し学識経験を有する者の知見として活用し、報告書を取りまとめて

いる。 

 報告書の概要は、青森県基本計画の中の政策テーマ「こども」及び「地域社会」のうち、

県教育委員会の所管として県基本計画及びアクションプランで示している１０の施策ごと

に、２０２４年度の取組状況について、アクションプランの指標等に基づきながら点検及

び評価を行い、効果的な教育行政の推進に活用できるよう、今後の取組の方向性について

記載している。 

 報告書については、最終的な決定の後、県議会に提出するとともに、県教育委員会のホ

ームページで公表する予定としている。 

 

（中野委員） 

 多様な教育的ニーズについて、不登校や教室に入れないこどもたちの居場所として、各

学校に校内教育支援センターを設置することで、対応が進められていると思われるが、支

援員の配置があまり進んでないと思われる。 

ボランティアの方がいない時には、校長先生や保健室の先生、教頭先生が見回っている

状況や、こどもたちだけになる状況もあると思われるため、人員配置にあたっての予算立

て等をもう少し政策として考えていただきたいと思っている。 

一方で予算がついたが配置する人がいない状況もあると考えるが、これからはこどもの

居場所、多様な居場所を作っていく必要があると思うため、県としてもそういった部分に

積極的に予算をつけていただきたいと思っている。 

 ２点目に、別冊資料１２ページにあるように、全国学力・学習状況調査の質問紙調査結

果において、こどもたちのウェルビーイングに関わることで、全国平均よりも非常に高い

数値を出していることをもっとアピールして良いと思われる。 

先生方が自信を失っている部分もあると思うので、「青森県の先生方は本当によく頑張

っているため、非常にいい数値が出ている」ということをマスコミからもアピールしてい

ただき、先生方が自信を持ってこどもたちと接することができるようになっていただきた

い。 

また、「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う」という項目について数値が

高くなっているのは、多様な意見を取り上げた授業を積極的に行っている証であり、こう

いったいい点を認めながら、より良い授業改善を推奨していただきたいと思う。 

 

（新藤委員） 

 ウェルビーイングについて、先日こどもたちの意見を聞いた際に、幸せを感じる瞬間と
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は、「友達関係に満足している」、「自由であること」、「家族と食卓を囲む」の３つが

大きな傾向として見られた。 

友人関係を良くするためには対話をより重視する、自由に過ごせることに幸福を感じる

のであれば自己決定できる機会を学校の中で確保していくなど、改善しても数字として現

れる部分ではないかもしれないが、そういった部分にも取り組んでいただければありがた

い。 

 授業改善が進んでいる学校ほど幸福度が高いという話も伺ったが、自分たちで自己決定

できることも、とても大事なことであると思っている。 

 家族と食卓を囲むという部分については、家庭教育支援の点で何かしら取り組んで行け

れば良いと思っている。 

 

（平間委員） 

 今回の点検・評価報告書について、大変見やすくなっている。各事業の内容や成果が分

かるように大変よくまとまっていると思うため、現場の先生方やこどもに携わる福祉関係

の方達にも見ていただき、教育委員会の計画がどのように遂行されているのか共通理解す

る必要があると考える。 

教育や子育てについては数字では表せない部分もたくさんあると思われるため、報告書

を作成するにあたっては苦労されたと思う。せっかく作成した点検・評価報告書であるた

め、ぜひ現場の役に立つ活用をしていただきたい。 

 

（松本委員） 

 中野委員や新藤委員からも話があったが、「自分と違う意見について考えるのは楽しい

と思う」、「友達関係に満足している」という項目について、おそらく個として尊重され

ているからこそ全国平均を上回る結果になったと思われる。 

先生と児童・生徒といった縦の関係でもこどもたちは個として尊重されなければならず、

友人関係といった横の関係においても個として尊重されなければ、このような結果にはな

らないと思われる。 

おそらく授業の中で先生方が尽力してくださり、広く言うと人権意識のようなものが根

付いていっているのではないかと感じた。 

今後もそういった視点を改めて確認いただき、さらに進めていただきたいと考える。 

 

（教育長） 

 他に御意見等はあるか。なければ議案第１号については原案のとおり決定する。 

 

 

 

議案第２号 学校職員の育児休業等に関する規則の一部を改正する規則案について 

（小関教職員課長） 

 本議案は、地方公務員の育児休業等に関する法律及び職員の育児休業等に関する条例の

一部改正に伴い、部分休業の承認の請求の手続に関する規定について、所要の整備を行う

ため、提案するものである。 

 概要としては、今般の法改正により、部分休業制度について、現行の１日につき２時間

を超えない範囲内で取得できる形態に加え、新たに、１年につき勤務日１０日相当の時間
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数の範囲内で取得できる形態が設けられ、部分休業の承認の請求をしようとする職員は、

いずれの形態で請求するかをあらかじめ申し出るものとされたため、当該申出（変更の申

出を含む。）を行う場合の手続を新たに定めることに伴う所要の整備を行うものである。 

この規則は、育児休業法の改正に合わせて、令和７年１０月１日から施行するものであ

る。 

 

（教育長） 

 何か質問、意見はあるか。なければ議案第２号については原案のとおり決定する。 

 

 

 

その他 青森県立高等学校魅力づくり推進計画基本方針（案）について 

（佐藤高等学校教育改革推進室長） 

 青森県立高等学校魅力づくり推進計画基本方針（案）について、県民の皆様から幅広く

御意見等を伺うため実施したパブリック・コメント及び地区懇談会の概要を御報告する。 

 まず、パブリック・コメントについて、８月７日から９月５日までを実施期間としてい

るため、途中経過となるが、８月３１日までに２件の意見の提出があった。 

 次に、県内６地区で開催した地区懇談会について、８月１９日、２０日、２１日、２５

日、２６日に開催したところ、参加者数は計４５人であった。 

 それでは、パブリック・コメント及び地区懇談会の主な御意見のうち、その一部につい

て基本方針（案）の項目ごとに御紹介する。 

 【第１ 計画策定の趣旨】では、「こどもたちにどのような学びが必要かという理念に

基づいて計画を策定すべき。」、「教育は人格の完成を目指すという教育の目的を明記し

てほしい。」との御意見があった。 

 【第２ 高等学校の魅力づくりに向けた基本的な考え方】では、「地域とともにある高

等学校づくりを掲げていることから、実施計画策定に向け、地域の意見を取り入れながら

進めてほしい。」、「重点校制度の解消により、各地区の中核的な役割を担う学校がなく

なってしまうことを危惧している。」、「高等学校の魅力づくりに向け、中学生や高校生

の意見を反映させる仕組みを構築してほしい。」との御意見があった。 

 【第３ 生徒が「行きたい」と思う各校の魅力づくり】では、「今後は、オンラインや

ＡＩを活用した学びが求められており、「未来から逆算した教育」について検討してほし

い。」、「こどもたちが「行きたい」と思えるよう、中学校の早い段階から県立高等学校

と関わる機会を設けるほか、情報発信の方法を工夫する必要がある。」、「生徒数の急減

期に対応するためには、現状の学級編制を見直す必要がある。特に、工業科や農業科をは

じめとした職業教育を主とする専門学科において、各学科の専門性を生かした学びの実現

に向け、更なる学級編制の弾力化を実施するなど、柔軟な対応が求められる。」、「少人

数教育にこそ教育の真の姿があると考えている。」との御意見があった。 

 【第４ 生徒が「学びたい」と思う各学科の魅力づくり】では、「農業や水産業の担い

手が不足しているため、農業科や水産科への入学を促進し、興味・関心を持たせることが

大事。」、「こどもたちが各学科の学習内容をイメージし、「学びたい」と思えるよう、

各学科の特性を踏まえながら、より具体的な学習内容を示すなど、各学科の記載について

工夫してほしい。」との御意見があった。 

 【第５ 生徒の「行きたい」「学びたい」に応える学校配置】では、「今後、更なる生
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徒数の減少が見込まれる中、学校数を維持していくとなると、小規模化が進み、それに伴

い教員数も減少することから、これまでの学校の枠組みにとらわれることなく、新たな学

校の形を模索していく必要がある。」、「生徒の通学環境に配慮した学校配置を進めてほ

しい。」、「生徒の通学に係る経済的負担へ配慮してほしい。」、「学級規模の標準の撤

廃や地域校制度の解消など、人口減少に柔軟に対応できる基本方針になっており、評価で

きる。」、「学校規模の標準を撤廃したことや、地域共育校の募集停止等の基準を設定し

ないことにより、どのような状態になれば統合や募集停止等になるか分からないため、不

安を感じる。」、「生徒のニーズ等を踏まえ、定時制課程の昼間部や通信制課程の拡充に

ついて検討してほしい。」との御意見があった。 

 資料に掲載している御意見は主なものとなっているが、事務局において、今後、寄せら

れた御意見に対する考え方を整理していく予定である。 

 

（安田委員） 

 前回の定例会において、パブリック・コメントや地区懇談会の実施に当たっては、事務

局で広報活動を充実させてほしいと要望したと思うが、実際にどのような方法で広報した

のかお知らせ願う。 

 

（佐藤高等学校教育改革推進室長） 

 ８月６日に基本方針（案）を公表した後、全ての市町村・市町村教育委員会、小・中・

高校・特別支援学校、ＰＴＡ関係者、産業界関係者等に対し、パブリック・コメントの実

施や地区懇談会の開催に関する案内を送付した。 

また、ホームページ、新聞、ラジオ、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｉｎｓｔａｇｒａｍを利用し

た広報を行うとともに、報道機関に対しても報道依頼するなど、様々な媒体を通じて広報

活動の充実に努めたところである。 

 

（安田委員） 

 地域とともにある高等学校づくりを進めるために、まずは、県教育委員会による取組を

知ってもらうことが大事である。基本方針については、市町村や学校、保護者、中学生、

地域等に広く周知し、内容を理解してもらえるよう努めていただきたい。 

また、基本方針策定後にも、地区懇談会の開催を予定していると思うため、より多くの

県民に参加してもらえるよう、引き続き、広報活動の充実をお願いしたい。 

 

（平間委員） 

 地区懇談会やパブリック・コメントにより寄せられた意見について、今後どのように扱

うのか。 

 

（佐藤高等学校教育改革推進室長） 

 地区懇談会やパブリック・コメントによりいただいた御意見については、基本方針（案）

の項目ごとに整理した上で、その意見に対する考え方を整理し、次回の教育委員会会議で

お示しする予定である。 

 なお、いただいた御意見を踏まえ、基本方針（案）を修正した場合は、その修正内容及

び理由についても、併せてお示ししたいと考えている。 
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（平間委員） 

 これまでの丁寧な説明について、県民のみなさんからは一定の評価をいただいていると

思っている。 

 前期実施計画の策定に向け、今後とも多くの県民の皆様から御意見を伺い、理解と協力

を得ながら進める必要があると思うので、引き続き、丁寧な対応をお願いしたい。 

 

（中野委員） 

 県民からは「重点校制度の解消により、各地区の中核的な役割を担う学校がなくなって

しまうことを危惧している。」との意見があったようだが、事務局ではどのように考えて

いるか。 

 

（佐藤高等学校教育改革推進室長） 

 重点校と各校との連携により、県全体の普通科等における教育の質の確保・向上を図っ

てきたことで、教育活動の質を高める環境整備が進められている状況である。 

 一方で、生徒の入学動機や進路志望等の多様化により、各校において生徒の学習ニーズ

に対応した多様な学びを提供するための連携・協働が必要となっている。 

 これらのことを踏まえ、今後は、重点校制度を解消し、これまでの連携によって得られ

た成果を生かしながら、各校が目的に応じて様々な主体と連携・協働できる環境の更なる

充実を図るなど、自校の生徒の学習ニーズに応えるための各校の主体的な連携・協働を推

進することとしたものである。 

 なお、各校の主体的な連携・協働として、高校間で地域の課題解決を目指した探究活動

に取り組むテーマを設定し、研究成果発表会を開催し学びを深めるなど、各校のニーズに

応じた連携・協働を行うことが想定されるものである。 

 

（新藤委員） 

 地区懇談会やパブリック・コメントにおいて、県民のみなさんから様々な御意見をいた

だいたことに感謝申し上げる。 

 県民からは、学校規模の標準を撤廃したことや、地域校制度を解消し、募集停止等の基

準を設定しないことについて、理解を示す意見があった一方で、「どのような状態になれ

ば統合や募集停止等になるか分からないため、不安を感じる。」といった懸念を示す意見

もある。このことについて、事務局ではどのように考えているか。 

 

（佐藤高等学校教育改革推進室長） 

 地区懇談会においては、学級規模の標準の撤廃や地域校制度の解消など、柔軟な基本方

針となっていることに対し、好意的な意見をいただいたところである。また、地域共育校

の募集停止等の基準を設定しないことについて、先般の報道によれば、現在の地域校が所

在する町村からも一定の評価をいただいたものと認識している。 

 基本方針では、地域とともにある高等学校づくりを進めることとしているため、統合を

含む学校配置については、地区懇談会や学校の在り方地区検討委員会、パブリック・コメ

ント、市町村への意見照会の実施など、市町村や地域等との対話を通じて、実施計画にお

いて決定したいと考えている。 

 また、地域共育校の学級減や募集停止を含む学校の在り方については、高校教育として

求められる質の確保の観点を考慮しながら、入学者数等の状況に応じて、地域協議会にお
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いて協議することとしているため、協議結果を踏まえながら、適切に判断したいと考えて

いる。 

 

（松本委員） 

 現在の地域校は、市町村に１校のみ配置される１学年当たり２学級以下の規模の高校に

該当するため、前期実施計画からは地域共育校として配置されると思うが、地域校が令和

８年度と令和９年度において、募集停止の基準に該当した場合、どのように対応するのか。 

 

（佐藤高等学校教育改革推進室長） 

 現在、地域校として配置している高校については、地域共育校の配置に向け、令和８年

度に地域協議会を設置し、学校の活性化に向けた方策や学校の在り方等に関する協議を開

始することとしているため、地域校が令和８年度と令和９年度において、募集停止の基準

に該当した場合は、地域協議会における協議の結果を踏まえながら、市町村等との協議を

通じて当該高校を募集停止するかどうか判断したいと考えている。 

 

（松本委員） 

 現在、地域校の活性化に向け、学校と地域等が一体となって、教育環境の充実に取り組

んでいることと思うが、今後とも地域校の活性化が図られ、入学者数を確保することがで

きるよう、事務局でも各校や市町村との連携を密にしながら、情報発信等を通して魅力あ

る高等学校づくりに努めてほしい。 

 

（平間委員） 

 次回の定例会では、地区懇談会やパブリック・コメントによりいただいた御意見と、そ

の意見に対して事務局が整理した考え方を踏まえ、基本方針の決定に向け審議していきた

いと考える。 

また、基本方針の策定後は、前期実施計画の策定に向け、地区懇談会の実施や学校の在

り方地区検討委員会の開催を予定していることから、それぞれのスケジュール等について

提示していただきたい。 

 

（教育長） 

 他に御意見等はあるか。なければ、次回の定例会では、基本方針（案）について、県民

から寄せられた御意見等を踏まえ、基本方針の決定に向け審議することとする。 

 事務局は、次回定例会に基本方針を議案として提出しなさい。また、県民からは基本方

針（案）の修正を求める意見もいただいており、議案を審議する際の参考とするため、県

民の意見に対する考え方についても、資料としてまとめ、併せて提出しなさい。 

 また、先ほど平間委員からもあったが、次回定例会では、前期実施計画策定に向けた地

区懇談会や学校の在り方地区検討委員会のスケジュール等についても説明しなさい。 

 青森県立高等学校魅力づくり推進計画基本方針（案）にかかる県民からの御意見等につ

いては、青森県教育委員会として了解した。 
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その他 職員の懲戒処分の状況について 

（教育長） 

 職員の懲戒処分の状況については、資料のとおりである。何か質問、意見はあるか。 

職員の懲戒処分の状況については、青森県教育委員会として了解した。 


